
































































































































































































測定項目 単位 1号トレンチ 2号トレンチ 備　考
混合土の層厚 cm 97 82
組　成
無機質 ％ 83.22 83.98 真砂土・川砂・軽石・パーライト・鉄粉
活性炭 ％ 1.77 1.68
有機質 ％ 15.01 14.32 腐葉土・パーク堆肥・鶏糞・骨粉



























































項　目 単　位 親水用水 修景用水 水洗便所用水 本施設
pH − 5.8−8.6 5.8−8.6 5.8−8.6 6.5−8.1
BOD mg/l 3以下 10以下 15以下 3以下
COD mg/l − 20以下 30以下 11以下
SS mg/l − − 10以下 5以下
大腸菌群数 個/ml 0.5以下 10以下 10以下 0.5以下１）
濁　度 度 5以下 10以下 − 5以下
色　度 度 10以下 40以下 − 2.5以下

































































９月の水質分析結果では，流入原水は，COD（Cr）50.9 〜 76.4mg/l，TOC37.5 〜 38.4mg/l，
T-N3.3 〜 5.2mg/l，T-P6.6 〜 6.7mg/l，除去率は，それぞれ65 〜 75％，79 〜 80％，37％，
54 〜 56％であった。
４. ２　造粒土壌層散水方式
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